
＜本年度、工夫できた点・挑戦できた点＞
　これまで継続してきた活動を無理のない範囲で取り組む。
　持続可能な取り組みを意識しながら行動できる活動にする。
　地域連携や学校連携を通じて豊かな心を育む。

【グリーンカーテン】校内だけでなく、郊外に活動の幅を広げることができた。
【古民家活用】作家さんや地域の方々と協働でき、瀬戸内国際芸術祭を盛り上げることができ
た。

報　　告　　書

○グリーンカーテン･･･冷涼感、憩いの空間、花を楽しむ、地域連携
○古民家活用･･･古民家再生の提案、清掃・修繕活動、地域連携
○かまぼこ板ものづくり･･･廃材の有効利用、ものづくり、学校連携 【コロナ禍により中止】
○県産材の利活用・・・ベンチの製作、ワークショップ、地域連携 【年度当初の計画より追加】

学校・地域環境保全コース

香川県立多度津高等学校

生徒会ほか

　全校生徒600人ほどの専門高校です。工業科と水産科をあわせ持つ特色ある高校で、環境に関す
る取り組みを数多く実践しています。
　今回の応募に関係する人数は生徒会、建築科、写真部の40名程度です。

これまで実践してきた活動を、さらに幅を広げて継続しよう。

【グリーンカーテン】

今年度は校内だけでなく、郊外にある公園の

休憩小屋にもグリーンカーテンを設置しました。

【古民家活用】

瀬戸内国際芸術祭に合わせ、作家さんや

地域の方々と一緒に古民家の活用を考えました。

【県産材の利活用1】

県産ヒノキを利用してデザインを施したベンチで

す。「高見島」と「粟島に」設置し寄贈しました。

【県産材の利活用2】

県産ヒノキの「カンナくず」の再利用を考えました。

「木の花」は環境問題を考えるアイテムです。


